
平成 18年 6月 21日 
担当：吉村英德 

第 10回専門基礎演習（材料力学１） 
 
１．以下の言葉の定義を記述しなさい． 
ⅰ）横弾性係数 ⅱ)線膨張係数  
 
２．関数 y=f(x)において、f(a+δh)を x=a周りでテーラー展開せよ。 
 
３． ),,(),,,( 321321 bbbbaaaa ==
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の外積 bac
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×= を計算せよ。また、 crは arおよびb

r
に対して、向き、

大きさはどのようなベクトルか？ 
 
４．共役せん断応力の 3個の組み合わせを答えよ。 
 
５．図１において、F=15kN かかっているリベット接合におい  
て、リベット断面積 25mm2、リベット材の許容せん断応力

を 40MPaとするとき、リベットの本数は最低何本にすれば
よいか？また、30 本使用したとき、板材間に生じるリベッ
トのせん断ひずみはいくらか？（横弾性係数は 80GPa） 

 
６．線膨張係数 1.2×10－5(1/K)、長さ 100mmの鋼材の棒を 80℃加熱した。棒の伸びを計算せよ。 
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図１ 



第 3回材力解答 
１.ⅰ）せん断応力とせん断ひずみの比（せん断応力とせん断ひずみの線形関係の比例定数） 
 ⅱ）温度が一度あがるときのひずみ値 
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   向きは ar、b
r
に垂直、大きさは ar、b

r
からなる平行四辺形の面積 

 
４． xzzxyzzyyxxy τ=ττ=ττ=τ ,,  

 
５．σ=15000N/(25×10-6m2)＝6×108N/m2 
  σ/σa=6×108N/m2/40×106N/m2=15本 
  σ/30本/G=6×108N/m2/30/80×109MPa＝0.25×10-3 

 
６．1.2×10-5×100mm×80K=9.6×10-2mm 
 


